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背景 

 

 「開発プロセスの中で 

  付加価値を生まない作業を見つけよう」 

  

組織目標 

コスト削減 
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背景 

開発プロセス 

外部設計 

プログラム設計 

プログラム開発 

（論理設計） 

(コーディング 
 ・単体テスト) 

（物理設計） 

統合テスト 
・システムテスト 

外部仕様をコピーして 
貼り付ける作業が 

多いな。 

付加価値を 
生まない作業が 
ありそう。 

ER図を見れば 
分かるのに 

書く必要あるかな。 
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背景 

改善目標 

プログラム設計の無駄な作業を減らす 
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改善策 

外部仕様やER図等からの単純な転記をなくして 

必要な箇所のみ設計しよう 

無駄な作業を減らす為に・・・ 

1つの仕様毎に 
設計が必要か不要か判断をしよう 
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外部設計 

プログラム設計 

プログラム開発 

統合テスト 
・システムテスト 

プログラム設計 

外部設計 

プログラム開発 

統合テスト 
・システムテスト 

8 

改善策の実現イメージ 



©2017 Sumitomo Electric Information Systems Co., Ltd. All Rights Reserved 

目次 

9 

1.背景 

2.改善策 

3.改善策の実現 

4.効果見込み 

5.まとめ 



©2017 Sumitomo Electric Information Systems Co., Ltd. All Rights Reserved 10 

改善策の実現 

外部設計 

プログラム設計 

プログラム開発 

～ 改善点 ～ 

① 要否を判定できる 

② 判定結果を入力できる 

③ 判定結果をレビューできる 

④ 要否件数や率を確認できる 

統合テスト 
・システムテスト 

⑤ プログラム設計「要」の箇所 
  のみ効率よく設計できる 

１．基準と手順の整備 
２．設計ツールの改善 
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改善策の実現  １．基準と手順の整備 

 ① 要否を判定できる 

No 実現したいこと 成果物 

1 判定を間違えない 
・プログラム設計 
 要否判定基準 

2 
人によって判定結果が 
変わらない 

3 容易に判定作業ができる 
・実施手順 
・判定例 
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改善策の実現  １．基準と手順の整備 

 プログラム設計要否判定基準    
単純な 

転記作業の削減 

必要なものを洗い出す 

↓ 
それ以外は 

「不要」とする 
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改善策の実現  １．基準と手順の整備 

 実施手順 

 

 

 

 

 判定例    

誰でも容易に 
判定する為に 
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改善策の実現  ２．設計ツールの改善 

～ プログラム設計要否判定入力機能 ～ 

  

  

1つの仕様毎に 
プログラム設計の 

要否を入力 

外部設計 

プログラム設計 

プログラム開発 

統合テスト 
・システムテスト 

 ② 判定結果を入力できる 
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改善策の実現  ２．設計ツールの改善 

～ プログラム設計要否判定照会機能 ～ 

  

  
不要となった仕様の 
件数や率の確認 

判定結果のレビュー 
 ・判定の漏れ  
 ・判定間違い 等 

外部設計 

プログラム設計 

プログラム開発 

統合テスト 
・システムテスト 

 ③ 判定結果をレビューできる 
 ④ 要否件数や率を確認できる  
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 ⑤ プログラム設計「要」の箇所のみ 
  効率よく設計できる 

16 

改善策の実現  ２．設計ツールの改善 

～ プログラム設計ナビゲート機能 ～ 

  

  判定結果や設計状況を 
見ながら効率よく 
プログラムを設計 

プログラム設計 

外部設計 

プログラム開発 

統合テスト 
・システムテスト 
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効果見込み 

プログラム設計要否判定の導入による効果を検証 

 

 １．どのくらいプログラム設計が不要とできそうか 

 ２．どのくらい設計工数が削減できそうか 

     

＜検証方法＞ 
  既存システムの外部仕様に対して要否判定を実施し、 
 不要となった件数や率、削減される設計工数を算出した。 

 
 対象システム：IT関連の費用請求の管理システム 
 機能数   ：46機能  
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効果見込み 

１-１．プログラム設計要否件数 

406  
112  19  

490  

302  
30  

0
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1000

イベント リソース ポップアップ 

不要 

要 

イベント  ：受注、発注等の業務を表すデータを操作する機能 
リソース  ：顧客、商品等の人や物を表すデータを操作する機能 
ポップアップ：各機能から呼び出される補助的な機能 

機能数 21 10 15 

仕様数 896 414 49 

仕様数 
(1本当たり) 

43 41 3 

補足 
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効果見込み 

１-２．プログラム設計不要率 

55% 
73% 

61% 60% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イベント リソース ポップアップ 合計 

不要 

要 

外部仕様の内 

60%が 
プログラム設計不要 

となる見込み 
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効果見込み 

２．削減工数 

 要否判定を導入する前後の設計時間を比較。 

12 12.8 

9 5.9 

0

5
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20

25

導入前 導入後 

20 20.3 

6 
2.7 

導入前 導入後 1機能あたり 

12～13%削減 
できる見込み 

 プログラム設計  外部設計 

機能A 機能B 
＜プログラム設計＞ 

設計作業減により 
約▲50% 

＜外部設計＞ 

判定作業増により 
約＋5％ 
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効果見込み 

No 改善点 評価 コメント 

① 要否を判定できる 
判定が人により変わりそう 
⇒基準の見直しが必要。 

② 判定結果を入力できる 

③ 判定結果をレビューできる 

④ 要否件数や率を確認できる 

⑤ 
プログラム設計「要」の個所
のみ効率よく設計できる 

プログラム設計の削減工数
には、ツールによる作業効
率アップの効果もあり。 

改善点の評価 
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まとめ 

改善目標 

組織目標 

プログラム設計の無駄な作業を減らす 

コスト削減 

外部仕様の内、60%が 
プログラム設計を不要とできそう 

１機能あたり12～13%の 
工数を削減できそう 

今後は 
 実際の開発プロジェクトに適用して評価する。 


